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タイ料理店オーナーのなんちゃんを中心に取り組みを実施。なんちゃ
んが「子どもたちが好きだから、子どもたちのために何かしたいんだ」
と常連のお客さんたちに相談したのがキッカケで取り組みがスタート！

常連さんの 1人が「子ども食堂というのをテレ
ビで観たよ」と言っていたのを聞き、これなら
飲食店という自分たちのお店を活かしてできる
かも！と思いサードプレイスに相談。

・子ども食堂実施に向けて準備
・案内チラシ配布（学校や町内会）
・活動の周知、広報（タウンニュースの紹介）
・活動資金調達のアドバイス
・助成金申請のアドバイス
・実施していく中での困り事の相談

おこなった伴走支援

伴走
者：須田

サードプレイスとのつながり

【良かったこと】
・小学校校長を紹介してもらえたこと。
・食材（お米）を提供してもらえたこと。
【もっとこんなサポートがあると良かったこと】
人が集まらなかった時のサポート。こちらの期待と提
供していただいた「サポート」の内容にズレがあった
ように思う。事前に「サポート」とは何を指すのか明
確にしておく必要があると感じた。

なんちゃん子ども食堂さんからのコメント

取り組みのきっかけ

子ども食堂を始めるのに、地域の人たちや子どもたちに知ってもらうに
はどうしたらいい︖

地元の自治会町内会の定例会や最寄りの小学校に説明に行くといいよ。

今回の伴走支援では、サードプレイスが地元町内会や小学校とつながっ
ていたので、サードプレイスが仲介をしましたが、地元の民生委員さん
や主任児童委員さん、PTAの役員さんが相談を聞いてくださることが
多いです。社会福祉協議会に行くと、紹介してもらえるか連絡を取り次
いでくれます。

運営するためのお金はどうやって集めたらいいかな︖

募金箱を置いて、「活動資金のサポートに協力してください」というこ
とをお知らせしてみよう。活動の説明をしながら応援サポーターを増
やしていこう。

どこに募金箱を置いたらいいかな︖

お会計のところに募金箱を置くと、活動のポップも見やすいし、お釣
りを入れてくれたりついでに寄付をしてくれたりが期待できるかもし
れないよ。

他にも活動資金を得られる方法はある︖

行政や社会福祉協議会の補助金や助成金に申請してみるのもいいかも。
活動を続けていくためには、自分たちで申請ができるようになるとい
いね。


